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Ｉ 。 は じ め に

昆 虫 は ， す べ て の 生 物 群 の な か で も っ と も 多 い 種 類 数 を 誇 り ， 全 世 界 の あ ら ゆ る 環 境 に

適 応 し て 生 息 し て い る 。 そ の た め ， 昆 虫 化 石 （ 昆 虫 遺 体 と も い う ） を 調 べ る こ と に よ っ て

得 ら れ る 情 報 は す こ ぶ る 多 い 。 ま た ， 昆 虫 は 体 全 体 が 牛 チ ン 質 で 構 成 さ れ て い て ， 死 後 土

中 に 埋 も れ て か ら も 残 り や す い 。 そ の う え ， 花 粉 や 珪 藻 な ど の 微 化 石 に く ら べ て 死 後 の 移

動 が 少 な い こ と か ら ， 遺 跡 周 辺 の 特 殊 な 微 環 境 の 復 元 に 有 効 で あ る 。

こ こ で は ， 濃 尾 平 野 の 沖 積 低 地 上 （ 標 高 ＋ １ ～ ２ ｍ ） に 位 置 す る 東 海 地 方 屈 指 の 環 濠 集

落 ・ 朝 日 遺 跡 （ 愛 知 県 西 春 日 井 郡 清 洲 町 ほ か ） の 遺 物 包 含 層 ， お よ び 遺 跡 周 辺 の 自 然 堆 積

層 か ら 産 し た 昆 虫 化 石 を ， 調 査 ・ 分 析 す る こ と に よ っ て 明 ら か に な っ た 完 新 世 後 期 （ 先 史
～ 歴 史 時 代 ） の 古 環 境 変 遷 に つ い て 述 べ る 。
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Ｕ。分析試料の位置および時代

昆虫化石の分析試料採取地点を，図１に示した。分析試料の採取場所およびその相対年
代については表１に，地層断面図および層相などを図２（一部）に示した。図３は，昆虫
分析試料採取地点に隣接した浅谷堆積物中の柱状図と，そこにおける放射性炭素年代値で
ある。なお，放射性炭素年代の測定は名古屋大学年代測定資料研究センターに依頼し，タ
ンデトロン加速器質量分析計によって求められた年代値である。
昆虫分析試料は，層序が明確になった地層断面からできるだけ多くの試料を採取し，ブ
ロック割り法および浮遊選別によって抽出した。また，同時に大型植物遺体も検出した。

昆虫化石の同定は，おもに筆者採集の現生標本および大阪市立自然史博物館所蔵標本と実
体顕微鏡下で比較・検討しながら行った。

Ⅲ 。 分 析 結 果

昆 虫 化 石 の 同 定 結 果 の 一 部 （ 弥 生 時 代 中 期 お よ び 後 期 ） を 表 ２ に 示 し た 。 総 点 数 （ 節 片

または破片数）は，現時点での集約数でｊ汁９，９０８点に達した。

科以上のレベル（亜科を含む）まで同定できたもの１９科１１５７点，属レベル（族を含む）

まで同定できたもの１１属１３０点，種まで同定できたもの６６種５６２点であった。図４には時代

ご と の 生 息 環 境 別 出 現 率 の 推 移 を 示 し た 。 こ れ ら を も と に 時 代 ご と の 出 現 傾 向 に つ い て 簡

単に述べる。

１ ． 縄 文 時 代

縄 文 時 代 中 ・ 後 期

昆虫化石では，未分解の泥炭層中より小型のゲンゴロウ科ＤＹＴＩＳＣＩＤＡＥ・ガムシ科ＨＹＤＲＯＰ・
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ＨＩＬＩＤＡＥおよびミズスマシ属（；３，ｒｉｎｕｓｓｐ．に属する水生昆虫を多産した。また，湿地や池沼

に生息するカワホネネクイハムシＤｏｎａｃｉａｏｚｅｎｓｉｓＮＡＫＡＮＥなどのネクイハムシ類ＤＯＮＡＣ目Ｎ・

ＡＥが計３３点発見された。この他に，コガネムシ科Ｓ（；ＡｌｌＡＢＡＥＨ）ＡＥをはじめとした森林性の食

葉性昆虫（Ｌｅａｆｆｅｄｅｒｓ）を多く産した。

目 以 上 の レ ベ ル ま で 同 定 で き た 昆 虫 化 石 の 生 息 環 境 別 出 現 率 で は ， 樹 葉 や 樹 液 ・ 朽 ち 木

のほか草本植生にも集まる陸生の食植性昆虫（Ｔ（３ｒｒｓｔｒｉａｌｐｈｙｔｏｐｈａｇｏｕｓｉｎｓｅｃｔｓ）（以下，

便宜上樹上性昆虫（Ｐｈｙｔｏｐｈｉｌｏｕｓｉｎｓｅｃｔｓ）と呼ぶ）が７６．２％を占め，水生昆虫（Ａｑｕａｔｉｃ

ｉｎｓｅｅｔｓ）１７．９％，うち湿原性昆虫（Ｍａｒｓｈｙｉｎｓ（，（，ｔｓ）は５．９％出現した。
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２ 。 弥 生 時 代

弥 生 時 代 中 期

３種のエンマコガネ属（）ｎｔｈｏｌ）ｈａｇｕｓｓｐ．，６種のマグソコガネ属虹血！４＿Ｌｕｓｐ．をはじめ計

４７点の食糞性昆虫（Ｃｏｐｒｏｐｈａｇｏｕｓｉｎｇｃｔｓ），およびルリエンマムシ５；，１ｐｒｉｎｕｓ即ｌｅｒｌ佃ｎｓ（

ＰＡＹＫＵぽ）・ゴミムシ科１１／ＸＲＰＡＬＩＤＡＥ・ハネカクシ科５；ＴＡＰＨＹＬＩＮＩＤＡＥなど合計３４点の食屍性（Ｆｉ・

１ｔｔｌｐｈａｇｏｕｓｉｎｓｅｃｔｓ）ないし汚物性昆虫（Ｓａｒ）ｒｏｐｈａｇｏｕｓｉｎｓｅｃｔｓ）を産した。森林植生に依存

す る 種 群 や 食 葉 性 の 昆 虫 は ほ と ん ど 認 め ら れ な か っ た 。 牛 ベ リ ク ロ ヒ メ ゲ ン ゴ ロ ウ ロ ｙ ｂ ｉ 岨

即ｉｃａ１はＳＩＩＡＲＰ・コシマゲンゴロウ｝ｌｙ（ｊａｔｉｅｕｓＦｌｒ・１Ｈｉｃｕｓ∽ｌｉＲＭＡＲ）・マメゲンゴロウ属

Ａａｂｕｓｓｐ．などの水生昆虫も少数ながら産出した。

目以上のレベルまで同定できた昆虫化石の生息環境別出現率では，地表性歩行虫（Ｇｒｏｕｎｄ

ｗ・ｌｎｄｅｒｉｎｇｉｎｓｅｃｔｓ）が全体の７０．４％を占め，樹上性の種群が２３．７％と激減している。水

生昆虫は５．９％認められた（図５）。

弥 生 時 代 後 期

スジコガネ亜科Ｉ？ＩＪＴＥＬＩＮＡＥ（５点）・サクラコガネ属Ａｎｏｍａｌａｓｐ．（１８点）・マメコガネ

ＰｏｐｉｌｌｉａＪａｐｏｎｉｃａＮＥＷＭＡＮＮ（１５点）・コアオハナムグｌリ（）ｘｙｃｅｔｏｎｉａｊｕｃｕｎｄａ（Ｆ／ＸＩ．Ｉ）ＥＲＭＡＮＮ

）（５点）・ヒメコガネ／ｘｎｏｍａｌａｒｕｆｏｃｕｐｒｅ＿ａＭＯＴ５；ＣＨＵＬＳＫＹ（５点）などの食葉性昆虫と，

カナブンｌｉｈ（）Ｔｎ１）ｏｒｒｈｉｎａ’ａｏｎｉｃａＨＯＰＥ・クロカナブンＩ？ｈ〔〕ｎｌｂｏｒｒｈｉｎａｐｏｌｉｔａＷＡＴＥＩ？｝１０ＵＳＥ・

コメツキムシ科ＩＥＩ．ＡＴＥＲＩＤＡＥなどの森林性の昆虫群をはじめとした９１点の食植性昆虫，およ

びクロヒメゲンゴロウ属１１１ｂｉｕｓｓｐ．・マメゲンゴロウ属ｙｘｇａｂｕｓｓｐ．，モンキマメゲンゴロ

ウＩ）ｈｔａｍｂｕｓｉｃｔｉｅｎｎｉｓ（５；ＨＡＲＰ）・セマルガムシ（沁削ｏｓｔｏｍａｓｔｕｌｔｕｍ糾ＡＬＩ（ＥＲ）などの清

流に多い水生昆虫が計２０点発見された。朽木に多いコカブトムシＥｏｈｉｌｅｕｒｕｓｃｈｉｎｅｎｓｉｓ

（ＦＡｌｊ）ＩＳＩ？ＭＡＮＮ）やクチキムシ科ＡＬＬＥＣＩＪＬＩＤＡＥ・カミキリムシ科ＣＥＲＡＭＢＹＣＨ）ＡＥなども見いだされ

た。

昆虫化石の生息環境別出現率では，樹上性の種群が４７．９％，地表性歩行虫４１．７％，水生

昆虫は１０．４％認められた。

弥 生 時 代 後 期 ～ 古 墳 時 代

昆虫の種数は多く，とくにセマルガムシＣ．ｓｔｕｌｔｕｍ讐織ＬＫＥＲ）・牛ベリクロヒメゲンゴロ

２０３
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生 態 和 名 学 名 ６３Ａ２区 総 計弥生中期 弥生後期
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ＧＣひ／ｙｌｊ畑Ｓαｚひα１１ｇＭＯＴｓｃＨＵＥｓｘＹ
０，７／仙踊αｇ１４ｓｓｐｐ．
０，？／／１卵拓７ｇｚ４ｓαＭ・ｌ四牡諮ｉＷＡＴＥＲＨｏｕｓＥ
（ニ〉７・面涵・昭ｚ４Ｓα１ｒｚμ７ｍ£ｓＷＡＴＥＲＨｏｕｓＥ
Ｏ❹／・Ｃ，♪仙μＳｌｎそ。ｒ，冶（ＷＩＥｐＥｇＡｓｓ）
０，１１力ゆ仙ｇ心ひ❹μ心ＨＡＲＯＬＤ
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ウＩ．ａｐｉｃａｌｉｓＳＨＡＲＰなど水生昆虫を多種・多産するが，ネクイハムシ類ＤＯＮＡ（；ＩＩＮＡＥは１点

も検出されなかった。また，コガネムシ科ＳＣＡｌｌＡＢＡＥＩＤＡＥ・ハムシ科ＣＨＲ１’Ｓ（）ＭＩＥＬＩＤＡＤコメツ

キムシ科ＩＥＩ．ＡＴＥＲＩＤＡＥなどの食葉性昆虫を多産し，サビキコリ／１ｓｌｒｙ皿ｕｓｂｉｎｏｄｕｌｕｓＭＯＴＳＣＨＵ-

ＬＳＫＹ・コカブトムシＥ．（油ｉｎｅｎｓｉｓ（ＦＡＬＤＩＥ四ＡＮＮ）・ノコギリクワガタＩ）ｌ’（）５ｐｌ）ｏｃｏｉｌｕｓｉｎｃｌｉ-

ｎｊ山Ｌ旦哨ＯＴＳＣＩＩＵＬＳＫＹ）・カブトムシＡ１１０ｍｙｒｉｎａｄｉｃｈｏｔｏｍａ（ｌｊＮＮＥ）・アカガネサルハムシ八-
（７（）ｔｈｉｎｉｕｍａｓｃｈｋｅｖｉｔｃｈｉｉ（ＭＯＴ５；（；ＨＵＬＳＫＹ）など多様な環境を示す多くの食植性昆虫が出現

した。

目 レ ベ ル 以 上 の 昆 虫 化 石 の 生 息 環 境 別 出 現 率 で は ， 樹 上 性 の 種 群 が ４ ０ ． ３ ％ ， 地 表 性 歩 行

虫３６．５％，水生昆虫は２３．２％と，弥生時代後期とよく似た傾向を示した。

３ 。 古 墳 時 代 ～ 中 世

古 墳 時 代

出現昆虫の種数が比較的多く，とくにネクイハムシ１）ＯＮＡＣＩＩＮＡＥ以外の水生昆虫を多産し

た。なかでも大型で食肉性のゲンゴロウ（；ｙｔ）ｉｓｔｅｒ珀ｐｏｎｉｃｕｓ５ＳＩ｛ＡＲＰが１１点発見され，食植

性のガムシＨｄｒｏｈｉｌｕｓａｃｕｌｌｉｎａｔｕｓＭＯＴＳＣＨＵＬＳＫＹ・セマルガムシＣ．ｓｔｕｌｔｕｍ汐／ＸＬＫＥＲ）・マ

メガムシＲｅｉｍｂａｒｔｉａａｔｔｅｎｕａｔａ（Ｆ／ＸＢＲＩＣＩＵＳ）なども認められた。コガネムシ科Ｓ（２ＡＩ？ＡＢＡＥＩ・

ＤＡＥをはじめ食葉性の昆虫，訪花性のコアオハナムグリＱ．ｊｕｃｕｎｄａ印ＡＬＩ瓦ｌ？ＭＡＮＮ）なども多

数検出された。

昆虫化石の生息環境別出現率では，樹上性の昆虫が５５．９％と増加し，水生昆虫は２７．３％，

地表性歩行虫は１６．８％であった。

中 世

科 以 上 の レ ベ ル ま で 同 定 で き た 昆 虫 化 石 数 の ３ 分 の ２ 以 上 を 水 生 昆 虫 が 占 め た 。 な か で

も，多数検出されたネクイハムシ類ｌ）ＯＦＪＡＣＩＩＮＡＥの中に牛イロネクイハムシＭａｃｒｏｐｌｅａｊａｐａ-

ＵＯ／Ｘ（ズ）ＢＹ）が４点含まれていることは特筆される。牛イロネクイハムシは成虫時代も水中

で 生 活 す る た め 水 域 環 境 の 変 化 に 弱 く ， 現 在 ， 日 本 で は 絶 滅 し た と 考 え ら れ て い る 。 他 の

ネクイハムシでは，ガガブタネクイハムシＩ）ｏｎａｃｉａｌｅｎｚｉＳＣ｝１０ＮＦＥＬＤＴ・イネネクイハムシ

皿 ク （ ） が 発 見

れた。止水性のミズスマシＧｙｒｉｎｕｓ柚Ｉ）ｏｎｉｃｕｓ（５；ＨＡＲＰ）の仲間も多数見いだされた。

昆虫化石の生息環境別出現率では，水生昆虫が７５．２％出現した。うち湿原性の昆虫が２２

．５％を占めた。樹上性の昆虫は１９．７％，地表性歩行虫はわずか５．１％出現したのみであった。

ＩＶ．古環境変遷

朝 日 遺 跡 に お い て ， 縄 文 海 進 以 降 ， 縄 文 中 ・ 後 期 か ら 中 世 に 至 る 試 料 中 よ り ， 昆 虫 化 石

９ ， ９ ０ ８ 点 を 分 析 ・ 集 計 し ， 古 環 境 復 元 に 役 立 て る こ と が で き た 。 同 時 に 実 施 し た 珪 藻 遺 骸 の

分 析 結 果 を 加 味 し ， 明 ら か に な っ た 朝 日 遺 跡 に お け る 古 環 境 の 変 遷 の あ ら ま し は 次 の と お

りである。
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１。縄文時代中・後期の頃（４６２０土！１０ｙ．Ｂ．Ｐ．ほか）の泥炭層中からは，カワホネネクイハ

ム シ な ど の 寒 冷 型 の 昆 虫 化 石 を 産 し ， 現 在 よ り 気 候 が 冷 涼 で あ っ た こ と が 推 定 さ れ る 。

２．縄文時代後期後半の頃（く３４９０±９０ｙ．Ｂ．Ｐ．，２５３０±１９０ｙ．Ｂ．Ｐ．），標高＋１．２５ｍ付近に

汽 水 性 の 珪 藻 を 多 産 す る 地 層 が 認 め ら れ ， 縄 文 後 期 の 再 海 進 が あ っ た こ と が わ か っ た 。

３ ． 弥 生 時 代 中 期 前 半 の 頃 の 昆 虫 化 石 分 析 結 果 で は ， 地 表 性 食 糞 群 に 属 す る 昆 虫 や 汚 物 集

積 の 指 標 昆 虫 を 多 産 し ， 動 物 （ 弥 生 ブ タ ） 飼 育 の 可 能 性 お よ び 人 口 集 中 な ど が 推 定 さ

れ る 。 そ し て ， 朝 日 遺 跡 周 辺 は 自 然 植 生 を 伐 採 し た 裸 地 的 な 空 間 だ っ た こ と が 考 え ら

れる。

４ ． 弥 生 時 代 後 期 前 半 の 珪 藻 遺 骸 と 昆 虫 分 析 結 果 か ら ， こ の 時 期 に な る と 空 堀 だ っ た 環 濠

や 溝 に 水 流 の 影 響 が 現 れ る よ う に 毎 回 諏 １ 人 里 昆 虫 群 や 森 林 性 昆 虫 群 の 多 産 に よ っ て ，

遺 跡 周 辺 の 植 生 が 次 第 に 豊 富 に な っ た こ と が 考 え ら れ る 。 ・

５ ． 古 墳 時 代 前 半 の 珪 藻 遺 骸 お よ び 昆 虫 分 析 結 果 か ら は ， 朝 日 遺 跡 周 辺 が 湿 地 帯 の よ う な

環 境 に 変 化 し ， と き お り 流 水 の 流 れ 込 み が あ っ た こ と が 推 定 さ れ る 。 そ し て ， 古 墳 時

代 後 半 と も な る と ， 辺 り 一 帯 に 沼 沢 地 化 か 進 行 し た 。

６ ． 中 世 の 朝 日 遺 跡 周 辺 は ， と こ ろ ど こ ろ に 池 沼 が 点 在 す る 止 水 域 に 移 り 変 わ っ た こ と が

産 出 し た 流 水 お よ び 池 沼 指 標 種 群 に 属 す る 昆 虫 化 石 ， 池 沼 や 湿 原 な ど の 水 生 植 物 に 付

着 し て 生 活 す る 付 着 生 珪 藻 遺 骸 群 集 ， お よ び 水 生 植 物 遺 体 な ど か ら 推 定 さ れ る 。
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